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発 ໷ に あ た り  

⾼ 度 な 知 能 は、 ଐ く も ப く も ⼈ 間 の 福 ක に ⼤ き な ୶ ஭ を ଖ 
え る で しょ う。 そ し て、 ⽐ ຎ 的 近 い ల 来、 ⼈ 間 の あ ら ゆ る 
知 的 能 ⼒ を ፫ ᎁ す る ሑ ⽤ ⼈ ⼯ 知 能 （ AGI ） が 実 現 さ れ る と 
எ た ち は 考 え て い ま す。 こ の よ う な 状 ய の 中、 எ た ち は 
「⼈ థ と 調 和 し た ⼈ ⼯ 知 能 が あ る 世 界」 と い う ビ ジョ ン を 
ൕ げ ま し た。 こ の ビ ジョ ン を 実 現 す る た め に は、 世 界 の 特 
定 の 組 ௶ が AGI の 開 発 技 ୒ を ஆ ಚ し て し ま う リ ス ク を ଩ 減 
す る 必 要 が あ り ま す。 そ こ で、 எ た ち は、 ౼ ஑ か ら の AGI 
の オー プ ン な 開 発 を ௓ 進 し て い ま す。   
  

ま た、 ౼ ఐ 学 の 知 ⾒ を 活 ⽤ し、 ౼ の ଡ ୗ に 基 づ い た 共 同 開 
発 を ⾏ う こ と で、 AI の 開 発 が 加 ச さ れ る こ と は 以 前 か ら 期 
ୄ さ れ て い ま し た。 し か し、 そ の ఻ 体 的 な ⽅ 法 論 は、 ⻑ ら 
く 明 ら か な も の で は あ り ま せ ん で し た。 し か し、 WBAI の 約 
5 年 間 の 成 果 と し て、 BRA ฌ 動 ஑ の 開 発 が ⽣ み 出 さ れ ま し 
た。 こ れ は、 ౼ の 情 報 処 理 を 反 ಩ し た AGI の 外 部 設 計 ல ஘ 書 で あ る BRA （ Brain   Reference   Architecture ） を 
設 計 し、 そ れ を 参 ස し な が ら ソ フ ト ウェ ア を 開 発・ ௬ 価 す る と い う 開 発 ⼿ 法 で す。   
  

⾔ う ま で も な く、 எ た ち は ౼ 全 体 を 反 ಩ し た AI を 作 ろ う と し て い ま す の で、 BRA の デー タ を ఁ ⼤ し て、 ほ ぼ 
౼ 全 体 を カ バー す る こ と が 当 ⾯ の ⽬ ఏ で す。 そ の た め に は、 ఏ 準 化 さ れ た BRA の デー タ を 広 く ൤ ఺ さ せ、 ౼ 
ఐ 学 と 情 報 学 の ம 点 で あ る ⼈ 間 ఐ 学 の 分 野 に 共 同 ଢ଼ ஢ 者 を 参 ⼊ さ せ た い と 考 え て い ま す。 そ の た め に、 学 ୒ 
的 な 成 果 の 発 表 や ⼈ ౫ ୘ 成 な ど を 通 じ て、 活 動 を ௓ 進 し、 ఢ 知 し て い き た い と 考 え て い ま す。   
  

中 ⻑ 期 的 に は、 BRA を 利 ⽤ し て、 AGI を は じ め と す る ౼ を 使っ た ソ フ ト ウェ ア を 開 発 す る ஘々 な 組 ௶ が ⽣ ま れ 
る 状 ய を 作 り た い と 考 え て い ま す。 そ の た め に は、 BRA の デー タ を 使っ た 開 発 を 実 ᄷ し、 ౼ ஑ AI の 開 発 に お 
け る 技 ୒ 的 ୖ  題 を ྴ  出 し、 そ れ に 対 応 す る ノ ウ ハ ウ を ໮ ஋ し て い き た い と 考 え て い ま す。 ま た AGI が も た ら す 
஠ 険 な 側 ⾯ に も ଦ ൟ し、 そ れ を Beneficial   で 安 全 な も の と す る た め の 議 論 も 引 き ಲ 続 し て ゆ く つ も り で す。   
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2020 年 ২ を ੍  え て く だ さっ た ຦ ஘   

会 員 は 正 会 員 （社 員） と එ ஃ 会 員 か ら な り ま す。 さ ま ざ ま な 企 業 を は じ め と す る එ ஃ 会 員 の ⽅ に 財 政 的 な   
ご ⽀ ର を い た だ き ま し た。   

එ ஃ 会 ৩ ঳ ༮   
※ 各 カ テ ゴ リー 内 の ದ ୞ は ⼊ 会 ದ で す。   

൉ ਝ එ ஃ ভ ৩   
※5 年 間 ଒ 定 の た め 2020 年 度 ま で に 終 വ   
株 式 会 社 ド ワ ン ゴ   
パ ナ ソ ニッ ク 株 式 会 社   
ト ヨ タ ⾃ 動 ⾞ 株 式 会 社   
株 式 会 社 IP パー ト ナー ズ   
株 式 会 社 東 ൫   

එ ஃ ভ ৩   
後 藤 ௏ ୬ ୙ ஘   
株 式 会 社 IGPI ビ ジ ネ ス ア ナ リ ティ ク ス 

＆ イ ン テ リ ジェ ン ス   
ᅮ 名 ൌ ஦ ஘   
上 ௔ ௐ ಂ ஘   
マ テ リ ア ラ イ ザー 合 同 会 社   
株 式 会 社 TOPWELL   
株 式 会 社 三 ഇ 総 合 ଢ଼ ஢ 所   
上 野 ⼭ 勝 ื  ஘   
川 上 ୤ ⽣ ஘ （ 2020 年 度 ⼊ 会）   
パ ナ ソ ニッ ク 株 式 会 社 コ ネ ク ティッ ド 

ソ リュー ショ ン ズ 社 ஘ （ 2020 年 度 
⼊ 会）   

  

   

൹ ਖ   
Ɣ ྗ ⾕   ཛྷ 治 （బ ಐ ఐ 学 技 ୒ ⼤ 学 院 ⼤ 

学 神 経 計 算 ユ ニッ ト 教 ౸）   
Ɣ 北 野   ๒ 明 （特 定 శ 営 利 活 動 法 ⼈ シ 

ス テ ム・ バ イ オ ロ ジー ଢ଼ ஢ 機 ଡ 代 
表）   

Ɣ ༴ ⽥   勝 （෵ ᡳ ଝ ྆  ⼤ 学 ୭ ୆ 情 報 学 
部 教 ౸）   

Ɣ ஌ 川   ೗ ౓ （東 京 ⼤ 学 先 ഈ ఐ 学 技 ୒ 
ଢ଼ ஢ セ ン ター 教 ౸）   

Ɣ 中 島   ೢ  ౓   （         ）   
Ɣ 岡 ノ ⾕ ⼀ ୏ ஘ （東 京 ⼤ 学 広 ୠ ఐ 学 

௧ వ ⽣ ୵ ୭ ୆ ఐ 学 ௺ 認 知 ⾏ 動 ఐ 学 
൥ ౠ 教 ౸）   

૽ ৩   
Ɣ 代   表 （理 事） ： ⼭ 川   ๒   
Ɣ ౢ 代 表 （理 事） ： 松 ஏ   ௹ （東 京 ⼤ 学 

⼤ 学 院 ⼯ 学 ௺ ଢ଼ ஢ ఐ 教 ౸）   
Ɣ ౢ 代 表 （理 事） ： ❅ ଶ   ເ ⼀ （理 化 学 

ଢ଼ ஢ 所 ⽣ ୵ シ ス テ ム ଢ଼ ஢ セ ン ター 
チー ム リー ダー）   

Ɣ 理   事 ： ൽ 川   直 ࿙ （事 務 局 ⻑ ැ 務）   
Ɣ 監   事 ： 上 ௔   ௐ ಂ （೔ 中 ⼯ 務 店・ 

2019 年 7 ⽉ よ り）   

ਫ 会 ৩  
Ɣ 正 会 員 （社 員）   16 名   

（ 2021 年 3 ⽉ ଜ 時 点）   
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2020 年 ২ の ણ ৿ ্  ଉ と ੒ ઴   

当 法 ⼈ で は、 ౼ ஑ AGI の 開 発 を യ 進 す る と い う ⽬ 的 に ໌  し て、 教 ୘ 事 業 と ଢ଼ ஢ 開 発 事 業 を す す め て い ま す が、 
当 初 の 試 み を 通 じ て、 直 ம 的 に ౼ ஑ AGI の 開 発 を ⾏ い う る 神 経 ఐ 学 と 情 報 技 ୒ の 両 ⾯ に ಖ 通 し た ⼈ ౫ ୘ 成 が 必 
ず し も 容 ಔ で な い こ と が 明 ら か に な り ま し た。 そ こ で 2017 年 度 以 ఋ は、 神 経 ఐ 学 分 野 の 知 ௙ を、 開 発 要 求 ல 
஘ 書 で あ る ౼ 参 ස アー キ テ ク チャ （ Brain   Reference   Architecture:   BRA ） と し て ତ 理 し、 AI/ML ௧ ୅ 家 に 1

提 ୹ す る と い う 開 発 ⽅ 法 の ଡ ണ を 進 め て い ま す。 2020 年 度 に お い て は、 そ の 記 ஽ ⽅ 法 の ତ 備 な ど を ⾏ い ま い 
し た。 以 下、 事 業 分 野 ご と に ⽅ 針 を 記 し ま す。   

ઇ ୘ হ ঵  
教 ୘ 事 業 は、 ౼ ஑ の AGI の ଢ଼ ஢ 開 発 に 必 要 な ⼈ ⼯ 知 能、 神 経 ఐ 学、 認 知 ఐ 学、 機 ༊ 学 ಆ な ど の ౮ な る ള 数 の ௧ 
୅ 性 を 同 時 に 備 え た 学 際 的 な ⼈ ౫ を ୘ 成 す る 事 業 で す。 2020 年 度 も 前 年 度 の 活 動 を ಲ 続 し、 ໥ 強 会 の 実 施、 
お よ び 当 法 ⼈ の 活 動 の 進 ன 状 ய を ア ピー ル す る た め に シ ン ポ ジ ウ ム の 実 施、 国 内 外 の 外 部 学 ୒ イ ベ ン ト へ の 
参 加・ 協 ⼒、 外 部 学 ୒ 団 体 と の 協 ⼒・ 情 報 交 ఌ な ど を ಲ 続 す る こ と と し ま し た。 ま た、 外 部 の ଢ଼ ஢ 者・ 技 ୒ 
者 お よ び グ ルー プ と の 協 ⼒ に よ り ⼈ ౫ ୘ 成、 ඕ き 込 み を は か る こ と を ಲ 続 す る こ と と し ま し た。 WBA へ の ௪ 
௡ を 持 つ ଢ଼ ஢ 者・ 技 ୒ 者・ 学 ⽣ の 増 加 を は か る た め、 ハッ カ ソ ン を 開 ಈ す る こ と と し ま し た。 ま た、 ୻ 年 通 
り WBAI တ ཫ ೖ を ౸ ଖ し、 ౼ ஑ AGI の （国 内 外 の） 技 ୒ 開 発 の യ 進 に お い て、 ణ ఺ ஍ 果 の ⾼ い 開 発 成 果 を 残 し 
た 者 を ௬ 価 す る こ と で、 コ ミュ ニ ティ の 活 性 化 を は か る こ と に し ま し た。   

ଢ଼ ஢ ৫ ৅ হ ঵   
ଢ଼ ஢ 開 発 事 業 の ⽬ ఏ は、 全 ౼ アー キ テ ク チャ・ ア プ ロー チ に よ る ଢ଼ ஢ を ⽀ ର す る こ と で す。 2020 年 度 は、 全 
౼ アー キ テ ク チャ 関 連 の ଢ଼ ஢ 開 発 を ⾏ う 機 関 や ଢ଼ ஢ 者 の 次 の よ う な 取 り 組 み の ⽀ ର を す る こ と に し ま し た。 
఻ 体 的 に は、                BIF                        HCD    

  BRA ஄ 式 に జっ て、 ౼ ஑ AI の 開 発 に 役 ⽴ つ ஄ で の 神 経 ఐ 学 知 ⾒ の ໮ ஋ を 進 め る こ と と し ま し た。 こ れ に よ 
り 特 定 の タ ス ク に お け る ౼ ஑ AI の 作 成 を യ 進 す る こ と を 期 ୄ  し ま し た。 ま た そ う し て ଡ ണ さ れ た ౼ ஑ AI の 実 
ಎ を ௬ 価 す る た め に、 BRA を 活 ⽤ し な が ら ౼ ஑ AGI の 神 経 ఐ 学 的 ༜ 当 性 を ௬ 価 す る 技 ୒ の 開 発 も 進 め る こ と と 
し ま し た。   
さ ら に、 引 き 続 き 全 ౼ アー キ テ ク チャ ଡ ണ の た め の 統 合 ソ フ ト ウェ ア プ ラッ ト フォー ム 開 発 も 引 き 続 き ⾏ う 
こ と と し ま し た。   

当 法 ⼈ が 開 発 യ 進 す る ౼ ஑ AGI を よ り   Beneficial   な も の と す る こ と に む け た 活 動 も ಲ 続 す る こ と と し ま し 

た。   

2020        
予 定 収 ⼊ は 約 370 万 円 （前 期 ೷ ௭ ⾦ 約 757 万 円 を 合 計 す る と 約 1127 万 円） で し た。 ⽀ 出 で は、 ଵ 理 費 に 約 97 
万 円、 事 業 費 に イ ベ ン ト 開 ಈ 費 ⽤、 ଢ଼ ஢ 開 発 費 を அ む 約 277 万 円、 計 約 373 万 円 を 予 定 を 予 定 し ま し た。 実 ౚ 
に つ い て は 以 下 の 「 2020 年 度 の 活 動 実 ౚ」 と 「財 務 状 ய」 を 参 ස く だ さ い。   

1  BRA は、 ヒ ト な ど の ౼ 全 体 の 情 報 処 理 を 再 現 す る ಯ 的 な 参 ස モ デ ル で あ り、 機 能 部 品 お よ び 部 品 間 の 結 合 を ි  ၨ 的 に 
表 し た ଡ ୗ 情 報 と、 そ れ ら の 機 能 的 な 意 ௡ 付 け を அ む も の で す。   
参 考:    https://wba-initiative.org/wiki/brain_reference_architecture   
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本 年 ২ （ 2020 年 ২） の ણ ৿ ৰ ౚ   

2020 年 度 の 活 動 ⽅ 針 に ปっ た 教 ୘ 事 業、 ଢ଼ ஢ 開 発 事 業 ಉ を 実 施 し ま し た。   

ઇ ୘ হ ঵  
教 ୘ 事 業 の ⽬ ఏ は、 ⻑ 期 的 に 全 ౼ アー キ テ ク チャ・ ア プ ロー チ に よ る ଢ଼ ஢ 開 発 を ⾏ え る ⼈ ౫ を 増 加 さ せ る こ 
と で す。 2020 年 度 は、 第 5 回 全 ౼ アー キ テ ク チャ・ シ ン ポ ジ ウ ム お よ び 2 回 の 全 ౼ アー キ テ ク チャ ໥ 強 会 を 開 
ಈ し ま し た。 ま た、 全 ౼ アー キ テ ク チャ・ ア プ ロー チ に 関 わ る 新 た な 企 画 と し て は じ め て の 「 WBA レ ク 
チャー」 を 開 ಈ し ま し た。 財 政 ⾯ で ໥ 強 会 を ⽀ え る た め、 本 年 度 か ら ໥ 強 会 を 学 ⽣ 以 外 の 参 加 者 に 対 し て 有 
料 化 す る こ と と し ま し た。 ま た コ ロ ナ ም と い う 事 情 も あ り、 イ ベ ン ト を リ モー ト 開 ಈ と し ま し た。 有 料 イ ベ 
ン ト は 記 ஈ 動 画 を 原 ಋ   Vimeo   で 有 料 ଦ 信 （シ ン ポ ジ ウ ム は 無 料 ଦ 信）、 無 料 イ ベ ン ト は   YouTube   で ଦ 信 し 
て い ま す。   

৸ ౼ アー キ テ ク チক ໥ ਘ ভ   
全 ౼ アー キ テ ク チャ ໥ 強 会 は 当 法 ⼈ の ൉ 設 以 前 か ら ⾏ わ れ て き た 活 動 で す。 2020 年 度 は ໥ 強 会 を 2 回 開 ಈ し 
ま し た。   

Ɣ 第 30 回 ： 2020 年 4 ⽉ 20 ⽇ 「ሑ ⽤ AI と 共 ⽣ イ ン タ ラ ク ショ ン」   2

㩲 ᫖ ማ ఴ ⽒ （⼤ ଚ ⼤ 学）、 今 井 ຃ ୬ ⽒ （෵ ᡳ ଝ ྆  ⼤ 学） 間 ௿ ௏ ⼆ ⽒ （名 ଽ 屋 ⼤ 学） に よ る ൥ ౰ と ୈ 論   
೫ ࿒ 開 ಈ ： Zoom   Webinar （参 加 者 約 200 名） （⼀ ಹ 参 加 費 500 円）  

Ɣ 第 31 回 ： 2020 年 10 ⽉ 23 ⽇ 「予 ೾ す る ౼ と 主 体 性 の 現 ଴ 学」  3

୺ ⽥ 正 ෥ ⽒ （北 海 道 ⼤ 学）、 ⽥ ⼝ ൄ  ⽒ （北 海 道 ⼤ 学）、 ⼤ ಭ 成 ྲ  ⽒ に よ る ൥ ౰ と ୈ 論   
೫ ࿒ 開 ಈ ： Zoom   Webinar （参 加 者 約 130 名） （⼀ ಹ 参 加 費 1,000 円）   

 5                 4

2020 年 10 ⽉ 19 ⽇   
テー マ ： 「⾒ え て き た 知 能 ଢ଼ ஢ の 本 ீ 」   
⼤ ஌ ඤ ఘ （௣ 川 ⼤ 学）、 岡 ノ ⾕ ⼀ ୏ （東 京 ⼤ 学）、 ൽ 川 直 ࿙   （ WBAI ）、 ⼭ 川 ๒ （ WBAI ）、 市 ௿ ඁ  ୬ ୙ 
（国 ⽴ 情 報 学 ଢ଼ ஢ 所）、 松 ஏ ௹ （東 京 ⼤ 学）、 ྗ  ⾕ ཛྷ 治 （ OIST ）、 ⾼ ଶ ເ ⼀ （理 ଢ଼）、 ฒ 川 ಇ ⼀ （東 京 
⼥ ⼦ ⼤ 学）、 ⼀ പ ඥ ಂ ⽒ （産 業 技 ୒ 総 合 ଢ଼ ஢ 所   ⼈ ⼯ 知 能 ଢ଼ ஢ セ ン ター） に よ る ൥ ౰ と ୈ 論   
会   場 ： Zoom   Webinar （参 加 者 約 140 名） （⼀ ಹ 参 加 費 1,000 円）   
主 ಈ ： NPO 法 ⼈   全 ౼ アー キ テ ク チャ・ イ ニ シ ア ティ ブ   
協   එ ： 新 学 ୒ ୩ ୠ ⼈ ⼯ 知 能 と ౼ ఐ 学 の 対 ස と 融 合   
後   ର ： ౼ 情 報 動 ଙ を 規 定 す る 多 ୩ 野 連 関 と ధ ഔ 処 理、 「୕ ༝」 成 果 ൉ 出 加 ச プ ロ グ ラ ム ： ౼ 結 合 デー タ 
解 ෲ と 機 能 ଡ ୗ ௓ 定 に 基 づ く ヒ ト ス ケー ル 全 ౼ シ ミュ レー ショ ン、 ⼈ ⼯ 知 能 学 会   

2  https://wba-initiative.org/14903/   
3  https://wba-initiative.org/17986/   
4  https://wba-initiative.org/17373/   

6   



  

な お、 本 シ ン ポ ジ ウ ム に お い て、 動 物 の も つ 多 ஘ な ଞ ௙ 的 ௓ 論 の ଢ଼ ஢ 開 発 を യ 進 す る Animal   AI   
Olympics を 企 画・ 開 ಈ し た Matthew   Crosby ⽒ と Benjamin   Beyret ⽒、 ౼ ஑ ⼈ ⼯ 知 能 の 基 ೕ と な る ஥ ಽ 
⽣ 成 モ デ ル の ଢ଼ ஢ 開 発 に お い て ๾ ൴ の あっ た ൝ ⽊ ෎ ⼤ ⽒ に WBAI တ ཫ ೖ、 当 法 ⼈ に お け る ໥ 強 会 や シ ン ポ 
ジ ウ ム の 実 ⾏ 委 員 ⻑ を ഄ 任 し WBA ໥ 強 会 実 ⾏ 委 員 会 の ൉ 設 時 か ら ๾ ൴ い た だ い た ⽣ 島 ⾼ ඥ ⽒ に 活 動 ඘ ௌ 
ೖ を ౸ ଖ し ま し た。   

IJCAI-20 で の チগー ト জ ア ঝ   

2020 年 1 ⽉ 8 ⽇   
⾦ 井 ࿜ ୬ （ア ラ ヤ）、 ந ⁖ 正 ໕ （ Mind   in   a   Device ）、 ⼭ 川 ๒ （ WBAI ） に よ る   IJCAI-20 の チュー ト リ ア 
ル 「 Conscious   AI:   Significance   and   Development   」   を 実 施 し ま し た   [1] 。 参 加 者 は 20 名 ほ ど で し 5

た。   

੿ ঵ ੶ ༨ ঔ デ ছ ソ থ   

2020 年 7 ⽉〜 9 ⽉   
第 5 回 WBA ハッ カ ソ ン に 先 ฌ け、 作 業 記 ༨ の モ デ ル を ൳ 集 し た 。   6

応 ൳ が 1 件 あ り、 ௬ 価 に あ たっ て ⽣ 物 学 的 ༜ 当 性 の 検 ୈ が 進 ன し た た め、 応 ൳ 者 に 重 要 ඘ ௌ ೖ を ౸ ଖ   し 7

た。   

ਸ਼ 1 ৚ WBA ঞ ク チকー   

2021 年 2 ⽉ 7 ⽇   
テー マ ： 「認 知 機 能 の ౼ ଡ ୗ に ปっ た 分 解 ⼿ 法ー ౼ 機 能 の 体 ௺ 的 理 解 を ⽬ 指 し てー」   8

⼭ 川   ๒ （ WBAI ）、 ഘ 川   ᐔ ⼦ （ WBAI ）、 ⽥ 和 ▏   可 ๬ （ଫ ഏ ⽥ ⼤ 学）   
会   場 ： Zoom   Webinar （参 加 者 約 190 名） （無 料）   

ਸ਼ 5 ৚ WBA ハッ カ ソ থ〜 『০、 こ こ』 を த え て   
2021 年 5 ⽉〜 8 ⽉   
作 業 記 ༨ を ⽤ い た ୖ  題 を 解 く 全 ౼ アー キ テ ク チャ エー ジェ ン ト を 作 成 す る こ と を テー マ と し ま す。   
2020 年 度 中 に   WBAI   の パー ト ナー で あ る   Cerenaut   の 協 ⼒ に よ り 準 備 を 終 വ し、 2021 年 8 ⽉ ଜ ま で オ ン 

ラ イ ン で   Cerenaut   と の 共 ಈ で 開 ಈ 中 で す。   �

        
ଢ଼ ஢ 開 発 事 業 の ⽬ ఏ は、 全 ౼ アー キ テ ク チャ・ ア プ ロー チ か ら の ౼ ஑ AGI の ଢ଼ ஢ 開 発 を യ 進 す る こ と で す。   

৫ ৅ ্  ১ ૛   
எ た ち は 2018 年 度 よ り ౼ ஑ AI の 開 発 ⽅ 法 論 の 議 論 を 進 め て き ま し た。 現 在 は、 ௕ １ に ⽰ す よ う に ౼ 参 ස アー 
キ テ ク チャ (BRA) を 設 計 す る と い う 作 業 と、 そ れ を 活 ⽤ し て ソ フ ト ウ エ ア を 開 発 す る と い う 作 業 へ と 分 割 し す 
す め る BRA ฌ 動 開 発 と い う ஄ に な り ま し た。    BRA                         

5   https://ijcai20.org/tutorials/ ;    https://wba-initiative.org/en/12120/   
6   https://wba-initiative.org/15968/   
7  https://wba-initiative.org/18192/   
8   https://wba-initiative.org/17902/   
�   https://wba-initiative.org/18626/   
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     Brain   Information   Flow:   BIF    [2][3][4])                           

            (H\SRWKeWLcaO   CRPSRQeQW   DLaJUaP:   HCD)                 

 。 BIF   に お け る   Circuit   は、 ౼ 内 の メ ゾ ス コ ピッ ク・ レ ベ ル の ネッ ト ワー ク シ ス テ ム 内 の 任 意 の 部 分 ネッ 
ト ワー ク を 表 し ま す。 特 定 の ಍ ཝ タ イ プ の 神 経 ಍ ཝ グ ルー プ に 対 応 す る   Uniform   circuit   か ら の 出 ⼒ と し て、 
Circuit   間 に は   Connection   が 設 定 さ れ ま す。   

ෘ ହ 的 コ ン ポー ネ ン ト ௕ は、 ௪ ௡ の 対 ଴ と な る ౼ ୩ ୠ （ ROI ） の メ ゾ ス コ ピッ ク・ レ ベ ル の 解 ღ 学 的 ଡ ୗ 
と ତ 合 す る よ う に   ROI が 担 う 機 能 を 組 ௶ 化 し た も の で、 コ ン ポー ネ ン ト 間 の                

   UML   コ ン ポー ネ ン ト ௕ の ⼀ ர で す。 し か し、 必 ず し も ౼ の 真 実 と ⼀ ಱ し て い る と い う 保 証 が な い と 
い う 意 ௡ で ෘ ହ 的 で す。   

  
௕ 1:   ౼ 参 ස アー キ テ ク チャ （ BRA ） と BRA ฌ 動 開 発   

  
BRA ฌ 動 ソ フ ト ウ エ ア 開 発 に お い て 直 ம 的 に 利 ⽤ さ れ る の は ෘ ହ 的 な コ ン ポー ネ ン ト ௕ で す。 ほ と ん ど の 

౼ ୩ ୠ に お い て、 コ ン ポー ネ ン ト ௕ の よ う に 組 ௶ 化 さ れ た 機 能 の 記 ஽ を 神 経 ఐ 学 知 ⾒ か ら 直 ம 的 に 得 る こ と 
は で き ま せ ん。 そ こ で、 WBAI   は、 神 経 ఐ 学 知 ⾒ （主 に 解 ღ 学 的 ଡ ୗ〜 BIF ） に ତ 合 的 な ஄ で ෘ ହ 的 な コ ン 
ポー ネ ン ト ௕ を 作 成 す る   Structure-constrained   Interface   Decomposition （ SCID 法） の 提 案 に よ り BRA の 
ତ 備 を 進 め て お り、 そ の 全 体 ൸ を ତ 理 し ま し た [5] 。   

全 ౼ アー キ テ ク チャ・ ア プ ロー チ に よ る ଢ଼ ஢ を ⽀ ର す る た め の ソ フ ト ウェ ア な ど の ଢ଼ ஢ イ ン フ ラ ス ト ラ ク 
チャ を ତ 備 す る 活 動 を ౎ の 組 ௶ と 連 ௚・ 協 ⼒ し な が ら ⾏っ て い ま す。 2020 年 は、 以 下 に ஽ べ る よ う な ଢ଼ ஢ 開 
発 に お い て 共 同 の 活 動 を ⾏ い ま し た。 特 に 新 学 ୒ ୩ ୠ ଢ଼ ஢ 「⼈ ⼯ 知 能 と ౼ ఐ 学 の 対 ස と 融 合」 と は 確 率 的 ⽣ 
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成 モ デ ル の 利 ⽤ に つ い て 連 ௚ を し て い ま す   [6][7][8]   。 ま た、 新 学 ୒ ୩ ୠ ଢ଼ ஢ 「౼ 情 報 動 ଙ を 規 定 す る 多 ୩ 
野 連 関 と ధ ഔ 処 理」 と も 神 経 情 報 学 の 基 ೕ ତ 備 （下 記） な ど の テー マ で 共 同 の ଢ଼ ஢ を ⾏っ て い ま す。   

神 経 情 報 学 の 基 ೕ 整 備   
BRA の 基 ೕ は ౼ 全 体 に お け る メ ゾ ス コ ピッ ク レ ベ ル の 解 ღ 学 的 な ଡ ୗ で す。 そ こ で、 ᙥ ໚ థ に お い て 最 
も ౄ 実 し た メ ゾ ス コ ピッ ク な コ ネ ク トー ム の １ つ で あ る   Allen   Institute   の   Mouse   Connectome   か ら 
信 ౅ 性 の ⾼ い ம 続 情 報 を ྴ  出 す る た め の 分 ෲ を ⾏っ て い ま す。   

BRA 設 計 （ SCID 法）   
଻ 別 の ౼ ஓ 官 に 対 す る SCID 法 を ⽤ い た BRA 設 計 と し て は、 ⼤ ౼ 基 ೲ ற ルー プ に つ い て 2019 年 以 来 BIF 
の 記 ஽ を ⾏っ た も の に ି  意 と 対 応 づ い た ෘ ହ を 付 ଖ し   [9] 、 ᚃ 内 野 の 経 ଡ଼ ஋ 分 機 能 に つ い て の ෘ ହ   [10] 
お よ び ཽ  球 運 動 の BRA の ଡ ണ   [11][12]   を 提 案 し ま し た。 さ ら に 海 ஝ ఢ ఈ の   Papez   回 ଡ଼ の 調 査 も 進 め 
ま し た   [13] 。   
౼ の 広 ୠ の 機 能 と し て は、 新 ຜ ସ 内 で 流 通 す る 信 ಀ の ⼀ ಹ 的 な 意 ௡ に つ い て の ෘ ହ   [14][15]     の 検 ୈ、 
前 ௽ （ claustrum ） に よ る ି  意 機 能   [16] 、 AGI に 関 わ る ఏ 準 化 さ れ た ౼ ஓ 官 に つ い て の 議 論   [17]     を 進 
め ま し た。   

⽣ 物 学 的 ༜ 当 性 評 価   
౼ ஑ ソ フ ト ウ エ ア が、 Uniform   Circuit ங 度 ま で の ၄ 度 に お い て、 神 経 ఐ 学 が ኇ え る ౼ の 真 実 を ど れ だ け 
再 現 し て い る の か を ⾒ ஋ も る 技 ୒ が ⽣ 物 学 的 ༜ 当 性 ௬ 価 で す。 ౼ に 近 い 設 計 空 間 内 で AGI を ർ ด す る 
WBA ア プ ロー チ で は、 こ の 技 ୒ を 確 ⽴ し、 ソ フ ト ウ エ ア を ௬ 価 し 続 け る 必 要 が あ り ま す。 そ こ で、 
BRA を 前 提 と し た 場 合 に お け る ⽣ 物 学 的 ༜ 当 性 の ௬ 価 に つ い て 検 ୈ を 進 め   [18][19] 、 BRA の ใ ோ 神 経 
ఐ 学 知 ⾒ へ の ତ 合 性 を ⾒ ஋ も る ి  切 度 と、 BRA に 対 す る ౼ ஑ ソ フ ト ウ エ ア の 再 現 性 を ⾒ ஋ も る ෑ 実 度 に 
分 割 し て ⾏ う ௬ 価 ⽅ 法 を ⾒ い だ し ま し た。   

機 ༊ 学 ಆ の 開 発   
以 前 か ら の ଢ଼ ஢ を 発 ன さ せ、 ඛ さ れ た マ ク ロ な 時 ௺ ഔ を ⾒ 出 し な が ら、 そ の 空 間 に お け る 強 化 学 ಆ に つ 
い て の ଢ଼ ஢ を ⾏ い ま し た   [20] 。   

Open な AI ৫ ৅ コ ミগ ニ ティ の ஄ ਛ   
Slack （開 発 者 ⽤ SNS ） 上 の コ ミュ ニ ティ で 議 論 や 情 報 交 ఌ を ⾏っ て い ま す。   

AGI を Beneficial な も の と す る た め の ણ ৿   
開 発 を യ 進 し て い る AGI が ⼈ థ に も た ら す ୶ ஭ の ⼤ き さ か ら、 AGI   を   Beneficial   で 安 全 な も の と し、 か つ ⺠ 
主 化 す る た め の 活 動 を ⾏っ て い ま す。 2020 年 度 は、 ሑ ⽤ AI が 投 げ か け る ⼈ 間 の 本 ସ へ の 投 げ か け る 問 い に つ 
い て の イ ン タ ビュー   [21]   や 知 能 ೌ  発 に つ い て の 発 表   [22]   を ⾏ い ま し た   。   

ણ ৿ と ボ ラ ン ティ ア   
本 年 度 に お け る 活 動 は、 事 務 局 の 業 務 委 ౏ 職 員 を ௾ く と、 基 本 的 に ⼿ ఉ 当 の 正 会 員 と ボ ラ ン ティ ア に よっ て 
⾏ わ れ ま し た。 と り わ け、 全 ౼ アー キ テ ク チャ ໥ 強 会 と WBA シ ン ポ ジ ウ ム、 WBA レ ク チャー の 開 ಈ は ボ ラ ン 
ティ ア 主 ଑ で ⾏ わ れ ま し た。   
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ଃ ਜ ૾  ய   

2020 年 度 の ೵ ೙ 対 ස 表 （別 表 １） と 活 動 計 算 書 （別 表 ２） を ⽂ 書 ଜ に ⽰ し ま す。   
決 算 収 ⼊ （当 期） は 約 360 万 円。 ⽀ 出 は ଵ 理 部 ୅ で 約 82 万 円、 事 業 部 ୅ で 約 161 万 円、 計 約 243 万 円 で し 

た （約 117 万 円 の హ ஊ）。   
経 ଞ 収 இ の ほ と ん ど は එ ஃ 会 員 年 会 費 か ら 来 て い ま す （൉ 設 එ ஃ 会 員 ２ 社 か ら は 2019 年 度 ま で ５ 年 分 の 年 

会 費 を 前 ௸ い い た だ い て い ま し た）。 හ 収 ⼊ は、 ໥ 強 会 と シ ン ポ ジ ウ ム の 参 加 者 か ら ඉ 収 し た 参 加 費 を அ み 
ま す。   

事 業 費 の う ち 外 ି  費 は 事 務 局 費 ⽤ の 50% を ᓌ 分 し た も の で す。 業 務 委 ౏ 費 は、 జ 来 ほ と ん ど を 外 部 資 ⾦ に 
౅っ て い た ଢ଼ ஢ 開 発 യ 進 の た め の 調 査 費 ⽤ を ⼀ 部 WBAI が 負 担 し た も の で す。 တ ཫ ⾦・ ೖ ⾦ は、 WBAI တ ཫ ೖ 
2 件 と 作 業 記 ༨ モ デ ラ ソ ン に お け る 重 要 ඘ ௌ ೖ の ౢ  ೖ と し て ⽀ ௸ わ れ ま し た。 2020 年 度 は ໥ 強 会 の た め に   
Zoom   の   Webinar   を ీ  約 し た た め、 通 信 費 が 多 く なっ て い ま す。   

ଵ 理 費 の う ち、 事 務 局 の ⼈ 件 費 は 外 ି  費 の ஄ で ⽀ 出 し て い ま す （事 業 費 と 50% ᓌ 分）。 地 代 家 ൛ は、 ガ ル 
ム 合 同 会 社 の ご ௐ 意 で 無 料 と なっ て い ま す。 ⽀ ௸ 報 ີ  は 経 理 事 務 を ⼀ 部 委 ౏ し て い る 会 計 事 務 所 に ⽀ ௸っ て 
い る も の で す。   

2021 年 ২ の ણ ৿ に む け て   

౼ ஑ の AGI を ଻ ⼈ の ⼒ ୤ で 開 発 で き る ౼ ఐ 学 と 情 報 技 ୒ の 両 ⽅ に ಖ 通 し た ⼈ ౫ を 多 く ୘ 成 す る こ と は ୔ し い と 
い う 教 ธ を ౷ ま え、 WBAI は BRA ฌ 動 開 発 を ไ ⽣ さ せ ま し た。 こ れ は、 ก ⼤ に ໮ ஋ し つ つ あ る 神 経 ఐ 学 知 ⾒ を 
⽤ い て 外 部 設 計 ல ஘ と な る BRA を 設 計 し、 そ れ に 基 づ い て ソ フ ト ウェ ア を 開 発・ ௬ 価 す る と い う ౼ ஑ ソ フ ト 
ウェ ア の 開 発 ⼿ 法 で す。 こ の た め、 ౼ 全 体 に わ た る AGI ソ フ ト ウェ ア の 開 発 を ௓ 進 す る WBAI に お け る、 当 ⾯ 
の 技 ୒ ⽬ ఏ は、 ౼ 全 体 の BRA デー タ を ଡ ണ す る こ と に な り ま し た。   
昨 年 ま で に BRA デー タ ஄ 式 が ໪ ね ఏ 準 化 さ れ、 BRA を 活 ⽤ し た 開 発 の 定 式 化 が ⼤ き く 進 み ま し た。 そ こ で 本 
年 度 は、 こ れ ら の 技 ୒ を ൤ ఺ さ せ、 神 経 ఐ 学 と 情 報 学 の ம 点 に ௪ ௡ を 持 つ ଢ଼ ஢ 者 の 参 ⼊ を യ し た い と 考 え て 
い ま す。 そ の た め に は、 学 ୒ 的 な 成 果 の 発 表 や ⼈ ౫ ୘ 成 を 通 じ て、 活 動 を ௓ 進・ ൤ ఺ さ せ て い き た い と 考 え 
て い ま す。 そ こ で、 引 き 続 き 本 年 度 に お い て も、 教 ୘ 事 業 と ଢ଼ ஢ 開 発 事 業 を ಲ 続 し、 以 下 な ど の 活 動 を お こ 
な う 予 定 で す。   

ઇ ୘ হ ঵ （⼈ ౫ ୘ ਛ হ ঵）   
本 事 業 の ⽬ ఏ は、 全 ౼ アー キ テ ク チャ・ ア プ ロー チ か ら の ଢ଼ ஢ 開 発 に 必 要 な、 ⼈ ⼯ 知 能、 神 経 ఐ 学、 認 知 ఐ 
学、 機 ༊ 学 ಆ な ど の ౮ な る ௧ ୅ 性 を 同 時 に 備 え た 学 際 的 な ⼈ ౫ を ⻑ 期 的 に ୘ 成・ 増 加 す る こ と に あ り ま す。 
本 年 度 も ୻ 年 の 活 動 を ಲ 続 し、 ള 数 回 の ໥ 強 会 を 開 ಈ す る こ と、 年 次 の シ ン ポ ジ ウ ム を 開 ಈ す る こ と で ⼀ ಹ 
の 関 ⼼ を ᄁ କ し ま す。   

ハッ カ ソ ン （オ ン ラ イ ン の 国 際 コ ン ペ ティ ショ ン） を 開 ಈ す る こ と で、 WBA へ の ௪ ௡ を 持 つ ଢ଼ ஢ 者・ 技 ୒ 
者・ 学 ⽣ の 増 加 を は か り ま す。 国 内 外 の 外 部 学 ୒ イ ベ ン ト へ の 参 加・ 協 ⼒、 外 部 学 ୒ 団 体 と の 協 ⼒・ 情 報 交 
ఌ な ど を ⾏ う こ と を 通 じ、 当 法 ⼈ の 進 ன 状 ய を ア ピー ル し て ゆ き ま す。  

外 部 の ଢ଼ ஢ 者・ 技 ୒ 者 お よ び グ ルー プ と の 協 ⼒ に よ り ⼈ ౫ ୘ 成、 ඕ き 込 み を は か り ま す。   
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WBAI တ ཫ ೖ の ൳ 集 を ⾏ い、 ౼ ஑ AGI の （国 内 外 の） 技 ୒ 開 発 の യ 進 に お い て、 ణ ఺ ஍ 果 の ⾼ い 開 発 成 果 を 
残 し た ⽅々 を ௬ 価 す る こ と で、 コ ミュ ニ ティ の 活 性 化 を は か り ま す。   

ଢ଼ ஢ ৫ ৅ হ ঵   
本 事 業 の ⽬ ఏ は、 全 ౼ アー キ テ ク チャ・ ア プ ロー チ に よ る 外 部 で の ଢ଼ ஢ の 先 ଑ と യ 進 に よ り オー プ ン・ プ 
ラッ ト フォー ム 上 で ⺠ 主 的 な AGI ଢ଼ ஢ を 加 ச す る こ と で す。 つ ま り、 எ た ち は ใ ோ の WBA ଢ଼ ஢ に 関 わ る ଢ଼ ஢ 
機 関 ಉ と ଼  合 し な い よ う に 活 動 を 進 め、 情 報 交 ఌ な ど を ⾏っ た り、 オー プ ン・ プ ラッ ト フォー ム を 利 ⽤ し た 
఻ 体 的 な 機 ༊ 学 ಆ モ デ ル の 実 ಎ な ど と いっ た ଢ଼ ஢ の 活 性 化 を す す め ま す。   

2020 年 度、 எ た ち は、                BIF                       

 HCD      BRA ஄ 式 に జっ て、 ౼ ஑ AI の 開 発 に 役 ⽴ つ ஄ で の 神 経 ఐ 学 知 ⾒ の ໮ ஋ を 進 め ま す。 こ れ を も 
ち い て 特 定 の タ ス ク に お け る ౼ ஑ AI の 作 成 を യ 進 し ま す。 ま た そ う し て ଡ ണ さ れ た ౼ ஑ AI の 実 ಎ を ௬ 価 す る 
た め に、 BRA を 活 ⽤ し な が ら ౼ ஑ AGI の 神 経 ఐ 学 的 ༜ 当 性 を ௬ 価 す る 技 ୒ の 開 発 も 進 め ま す。   

さ ら に 引 き 続 き 全 ౼ アー キ テ ク チャ ଡ ണ の 基 ೕ と な る 統 合 ソ フ ト ウェ ア プ ラッ ト フォー や、 当 法 ⼈ が 開 発 
യ 進 す る ౼ ஑ AGI を よ り   Beneficial   な も の と す る こ と に む け た 活 動 も ಲ 続 す る 予 定 で す。   

な お こ れ ら ଢ଼ ஢ 開 発 活 動 の 多 く の 部 分 が 外 部 ଢ଼ ஢ 機 関 の ଢ଼ ஢ 資 ⾦ に よ り 進 め ら れ て い ま す が、 年 度 も そ の 
⼀ 部 に つ い て は 直 ம 当 法 ⼈ が ଢ଼ ஢ 費 を ⽀ 出 す る 予 定 で す。   

年 ২ の ੒ ઴   
予 定 収 ⼊ は 約 211 万 円 で、 会 費 収 ⼊ 176 万 円 の ほ か 有 料 化 し た ໥ 強 会 の 収 இ を அ み ま す。 2020 年 度 の 会 費 収 
⼊ は 323 万 円 で し た の で、 予 定 さ れ る 会 費 収 ⼊ は ⼤ ்  に 減 少 し て い ま す が、 こ れ は 今 ま で 当 法 ⼈ を ⽀ え て い た 
だ い た ൉ 設 එ ஃ 会 員 3 社 が 5 年 の 期 ଒ を ಶ え た た め で す。 当 期 予 定 収 ⼊ と 前 期 ೷ ௭ ⾦ 約 916 万 円 を 合 計 す る と 
約 1127 万 円 と な り ま す。   

⽀ 出 で は、 ଵ 理 費 に 約 83 万 円、 イ ベ ン ト 開 ಈ 費 ⽤、 ଢ଼ ஢ 開 発 費 を அ む 事 業 費 に 約 222 万 円、 計 約 305 万 円 
を 予 定 し て い ま す （当 期 予 定 収 ⼊ と の 関 係 で は 94 万 円 の ஧ ஊ に な り ま す）。 な お、 2020 年 度 の 予 算 で は ଵ 理 
費 に 約 97 万 円、 事 業 費 に 約 277 万 円 の 計 約 373 万 円 の ⽀ 出 を 予 定 し て い ま し た。   
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எ と WBAI   
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公 ⽴ は こ だ て ౞ 来 ⼤ 学 の ଯ 藤 直 ⾏ と ண し ま す。 ３ 回 
⽬ の ໥ 強 会 か ら 参 加 し て い ま す。   
எ は ౼ ఐ 学 の ూ ବ か ら WBAI に 参 加 し て い ま す。 ౼ 
ఐ 学 と ⾔っ て も 広 い 分 野 で、 対 ଴ は 分 ⼦ か ら ネッ ト 
ワー ク レ ベ ル ま で ஘々、 ⽤ い る 実 ୡ 計 ೾ 技 ୒ も ஘々 
で す。 எ の ௧ ୅ は 計 算 論 的 神 経 ఐ 学 （ 
computational   neuroscience ） と い う、 ౼ の ௮ き 
を 計 算 論 と し て 理 解 し よ う す る 分 野 で す。 特 に、 海 
஝ や ⼤ ౼ ຜ ସ の ௮ き に ௪ ௡ が あ り、 ⼼ 理 実 ୡ や ౼ 計 

೾ 実 ୡ （౼ ణ や 機 能 的 ౼ 画 ൸） を し た り、 記 ༨ や 認 知 に 関 わ る 神 経 回 ଡ଼ の シ ミュ レー ショ ン を し た り し て 
い ま す。 計 算 論 的 神 経 ఐ 学 で は、 ౼ を 理 解 す る た め に 「౼ を ൉っ て 理 解 す る」 の が ひ と つ の ⽅ 法 で、 ౼ の 
原 理 的 な 理 解 や、 ౼ ஑ 計 算 機 の 実 ಎ を ⽬ 指 し て い ま す。 こ れ は WBAI の ⽬ 的 「⼈ 間 の よ う な ሑ ⽤ ⼈ ⼯ 知 能 を 
൉ る」 と も 合 ಱ す る と 思 い ま す。 ⼀ ⽅、 ౼ ఐ 学 と し て は、 ౼ が ど う ௮ い て い る か を 知 り た い の で、 若 ๝ の 
ୀ い は あ る か も し れ ま せ ん。   
コ ン ピュー タ と ୀっ て、 ౼ は 「⾃ ൅ 分 ങ 的 な 制 ౪」 が ひ と つ の 特 ඉ で す。 コ ン ピュー タ は 中 ఙ 処 理 ಎ 置 が 
全 て の ౰ 算 を 実 ⾏ し ま す が、 ౼ は ౮ な る モ ダ リ ティ の 情 報 処 理 （୻ え ば、 ଳ ಁ 、 ല ಁ 、 体 性 感 ಁ  な ど） が 
౮ な る ౼ 部 位 で 実 ⾏・ 保 持 さ れ て い て、 そ れ ら の ネッ ト ワー ク と し て （な ぜ か） 統 合 的 に 機 能 し て い る よ 
う で す。 こ の た め、 ど こ か の ⼀ 部 が ௤ ം し て も 全 体 が フ リー ズ し た り は し ま せ ん。 ୻ え て ⾔ え ば、 試 合 中 
の サッ カー チー ム で、 メ ン バー が ⼀ ⼈ ⼆ ⼈ ಳ け て も 試 合 を そ れ な り に 続 ⾏ で き る よ う な 感 じ で す。 ౼ の ଡ 
成 要 ಞ も そ の よ う に、 ネッ ト ワー ク の 中 で 協 調 的 に ௮ く ல 組 み を ୦ か 内 在 し て い る よ う に 思 わ れ ま す。 
WBA の 作 業 ෘ ହ は 「各 モ ジュー ル は ଻ 別 の 機 ༊ 学 ಆ ア ル ゴ リ ズ ム を 実 ⾏ し て い る」 こ と で す。 「全 体 と し 
て う ま く ௮ く た め に、 ള 数 の ౼ 部 位 が ど の よ う に 連 動 す れ ば よ い の か」 は WBA と し て も ౼ ఐ 学 と し て உ ୌ 
を な す 問 題 で、 எ も WBAI の 活 動 を 通 じ て ໥ 強 し た い と 考 え て い ま す。   
WBAI の ଐ さ の ひ と つ は、 分 野 の 全 く ୀ う ⽅々 が、 新 し い 事 ෧ に チャ レ ン ジ し よ う と い う ⼼ 意 気 で、 同 じ 場 
に 集 まっ て 気 ೄ に 議 論 が で き る こ と だ と 思っ て い ま す。 எ の ௪ ௡ は ౼ ఞ り で す が、 ໥ 強 会 の 参 加 者 の ⽅々 
話 を す る と、 新 し い ⼈ ⼯ 知 能 を 作 り た い、 やっ ぱ り ౼ を ൉ り た い、 事 業 に ⽣ か し た い、 ௪ ௡ が あっ た の で 
໥ 強 し た い、 ୦ も 知 ら な い の で 来 て み た、 な ど 本 当 に ஘々 で す。 ど の 意 ⾒ も ඵ ౕ  に な り ま す。 今 後 と も、 
຦ ஘ と ⼀ ค に WBAI を ా  り 上 げ て い き た い と 思 い ま す、 よ ろ し く お ൢ  い い た し ま す。   



  

  

13   

             

⼈ 間 の ౼ が ⾏っ て い る こ と は 情 報 処 理 で あ り、 ୦ ら 
か の ア ル ゴ リ ズ ム で 実 現 さ れ て い る。 そ れ を 計 算 機 
で ⾏ う こ と も 可 能 で あ る。 た だ し、 進 化 の な か で ബ 
ฺ に 最 ి  化 さ れ て お り、 ま た、 ⾔ ୁ ・ 教 ୘・ ⽂ 化 な 
ど と ⼀ 体 に なっ て 共 進 化 し て お り、 さ ら に は、 ⼈ 間 
の ମ 体 や ୭ ୆ に ൂ  ோ す る 部 分 も ⼤ き い た め、 ⼈ 間 と 
そっ く り な 情 報 処 理 が で き る 可 能 性 は か な り ଩ い。  
⼈ 間 の ౼ が ⾏っ て い る 情 報 処 理 は、 お そ ら く い く つ 
か の 主 要 な 要 ಞ で ଡ 成 さ れ る は ず で あ る。 そ の ひ と 
つ が、 ஥ ಽ 学 ಆ の よ う な ஥ い మ ಽ を 持 つ ネッ ト ワー 

ク に よ り、 関 数 近 ๚ を ⾏ う ல 組 み で あ る。 ま た、 別 の ひ と つ は 強 化 学 ಆ で あ り 報 ີ  に 応 じ て ⾏ 動 を 強 化 す 
る ல 組 み で あ る。   
た だ し、 こ れ ま で の 学 ୒ ଢ଼ ஢ の な か で、 உ 本 的 に 間 ୀっ た 定 式 化 か ら ス ター ト し て い る も の も 少 な く な 
い。 ୻ え ば、 こ れ ま で に ⼀ ಹ 的 に 定 式 化 さ れ て い る 強 化 学 ಆ の 問 題 設 定 は、 ⼈ 間 の ౼ の 主 要 な 要 ಞ と い う 
点 で は お そ ら く 間 ୀっ て い る。 教 ప な し 学 ಆ と い う 問 題 設 定 も ⻑ ら く 間 ୀっ て い た が、 最 近 は 「⾃ ഞ 教 ప 
あ り 学 ಆ」 と い う ஄ で 正 し い ⽅ 向 に ఊ 正 さ れ て き た。 そ も そ も 特 ඉ ୤ を ⾒ つ け る こ と （す な わ ち 表 現 学 
ಆ） が 重 要 で あ る と い う こ と も、 ஥ ಽ 学 ಆ が 広 く 理 解 さ れ る ま で は、 問 題 設 定 と し て は ⻑ ら く 無 ଳ、 あ る 
い は ೄ ଳ さ れ て き た。 こ う い う 問 題 設 定 の そ も そ も の 間 ୀ い に、 ଢ଼ ஢ 者 （あ る い は ଢ଼ ஢ コ ミュ ニ ティ） は 
無 ⾃ ಁ  で あ る 場 合 が 多 い。   
キー ワー ド だ け 出 し て お く と、 ౎ の 主 要 な 要 ಞ と し て 考 え ら れ る の は、 世 界 モ デ ル、 Ⴊ ೏、 ୳ ൸、 万 能 
チュー リ ン グ マ シ ン な ど で あ る。 特 に、 ⾔ ୁ  を ⽤ い る こ と が、 情 報 処 理 に お い て ど の よ う に உ 本 的 な 変 化 
を も た ら し た か が、 そ の ହ 明 の 主 要 部 分 に な る と 思 わ れ る。   
஥ ಽ 学 ಆ を は じ め と す る 最 新 の 技 ୒ で 実 ಎ 可 能 で あ る （あ る い は 近 い ల 来 に 実 ಎ 可 能 に な る と 思 わ れ る） 
こ と、 そ れ が ⼈ 間 の 知 能 を ど う 作 り 上 げ て い る か の ༜ 当 な ହ 明 が あ る こ と、 そ れ が ౼ の 各 機 能 と 対 応 づ い 
て い る こ と、 進 化 的 に ༜ 当 な ହ 明 が ோ 在 す る こ と、 な ど の 要 件 を ௥ た す ア ル ゴ リ ズ ム の 全 体 ൸、 す な わ ち 
知 能 の アー キ テ ク チャ を ⾒ つ け る こ と が で き れ ば、 多 く の 計 算 機 ఐ 学 的・ ౼ ఐ 学 的・ າ 学 的・ ⼼ 理 学 的 な 
疑 問 に ௦ え る こ と が で き る よ う に な る だ ろ う。 そ れ を ⾒ つ け た い と い う の が WBAI の 活 動 で あ り、 （そ の 予 
୳ が ༜ 当 で あ る か ど う か と い う よ り、 ⼀ ଢ଼ ஢ 者 と し て の ⼼ 的 ଙ 度 と し て） そ れ が 近 い ల 来 明 ら か に な る の 
で は と 考 え、 ଢ଼ ஢ を ⾏っ て い る。   
WBAI は、 ⼭ 川 ⽒ と の 議 論 が きっ か け で 2015 年 に NPO と し て 組 ௶ さ れ、 எ ⾃ ମ も ౢ  代 表 と し て 活 動 し て き 
た。 ⼈ థ が ไ ⽣ し て 以 来 の ⻑ い ഄ ఴ の 中 で、 知 能 の ல 組 み と い う ⼈ థ ఴ 上 で 最 も 重 ⼤ で ஥ ೫ な ⎚ が 解 け る 
か も し れ な い ໍ  間 に、 ೑々 が ଢ଼ ஢ が で き る 状 ய に あ る と い う こ と は ⼤ 変 な ౘ 運 で あ る。 こ の ౘ 運 に 感 ප 
し、 WBAI が 社 会 に ⼤ き な ๾ ൴ が で き る こ と を ࿕ ୛ し て い る。   
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数 理 先 ഈ 技 ୒ ଢ଼ ஢ 所 の ⽣ 島 と ண し ま す。 எ が 活 動 に 
参 加 し 始 め た の は、 第 12 回   全 ౼ アー キ テ ク チャ ໥ 
強 会   〜   ౼ の 学 ಆ アー キ テ ク チャ   〜 （ 2016 年 01 ⽉ 
14 ⽇） か ら だ と 思 い ま す。 最 初 は ໥ 強 会 の レ ポー 
ト 作 成 な ど で お ⼿ ஫ い し て い ま し た。 そ の 後、 実 ⾏ 
委 員 の メ ン バー に な り、 第 1 回 シ ン ポ ジ ウ ム 「加 ச 
す る ⼈ ⼯ 知 能、 加 ச す る 世 界」 （ 2016 年 5 ⽉ 18 
⽇） で は 実 ⾏ 委 員 ⻑ を ౑ め さ せ て い た だ き ま し た。 
ྖ 分 ⻑ く お 付 き 合 い さ せ て い た だ き ま し た。 改 め て 
お ຀ を ⾔ わ さ せ て い た だ き ま す。   

໥ 強 会 全 体 は、 ౼ ఐ 学、 神 経 ఐ 学 と Deep   Learning 、 強 化 学 ಆ の よ う な 機 ༊ 学 ಆ、 AI ௺ の 話 が ベー ス に 
なっ て お り ま す。 し か し、 そ の 中 で も、 海 ஝、 前 ୍  前 野 な ど ⾔ ୁ 、 ௓ 論、 意 ௡、 価 க、 ൉ ୗ 性 の 話 な ど 最 
先 ഈ の 話 が 多 く あ り、 ౎ の ໥ 強 会 と は ୷ 別 化 さ れ て い る と 思っ て い ま す。 ま た ಖ 神 ႈ ೩、 社 会 性 な ど が 
テー マ と し て あ り、 今 後 の AI 発 ன に ൣ  う、 ⼈ 間 と の ൨ 対 的 な 現 ଴ 出 現 の ⽰ ྮ  も 感 じ ら れ ま す。   
シ ン ギュ ラ リ ティ に 向 かっ て、 経 済、 統 治、 社 会 の ౞ 来 に つ い て も AI が ベー ス と し て 認 知 さ れ る よ う に 
なっ て き て い ま す。 こ の 数 年 で は、 ో  ᄬ の ଎ ଷ、 デ ジ タ ル レー ニ ン 主 ଝ、 信 ⽤ ス コ ア、 AI ຃ 理 な ど 活 発 に 
議 論 さ れ て い ま す。 す べ て の 現 ଴ の 発 ഈ は 第 3 次 AI ブー ム に よ る も の で しょ う。 そ れ ら の ୖ  題 に 対 す る マ イ 
ル ス トー ン の 年 と し て 2030 年 は 重 要 な 時 期 で あ る と 思 い ま す。   
さ て、 1956 年 の ダー ト マ ス 会 議 （ The   Dartmouth   Summer   Research   Project   on   Artificial   Intelligence 
） の ７ つ の ୖ  題、 ⾃ ൅、 ⾃ ே ⾔ ୁ 、 ニュー ラ ル ネッ ト、 計 算 ള හ 性、 ⾃ ഞ 改 ఒ、 ྴ  ଴、 ൉ ୗ 性、 こ の テー 
マ に 関 し て ど こ ま で 進 ん で い る で しょ う か？ ௫ し み で す。   
଻ ⼈ 的 ௪ ௡ と し ま し て は、 や は り ⼈ థ が 出 現 し ෬ ౭ し て い る 直 ம の 原 ౤、 ⾃ ೑、 ൉ ୗ 性 の 解 明 に あ る と 
思っ て い ま す。   
⾃ ೑ に 関 し て は エ ネ ル ギー の ໪ ୛ に ୶ ஭ を 受 け て い る フ ロ イ ト の ⼒ 動 論 が 今 後 ど の よ う に ହ 明 さ れ て い く 
か に ௪ ௡ が あ り ま す。 局 所 論 （意 ௙、 前 意 ௙、 無 意 ௙ の 3 మ ಽ モ デ ル）、 ଡ ୗ 論 （エ ス、 ⾃ ೑、 த ⾃ ೑） は 
わ か り や す い ⼈ 間 の ⼼ の モ デ ル と なっ て い ま す。 武 ⾕ 三 男 の 三 ஺ మ 論 的 過 ங で の 現 ଴ 論 的 ஺ మ を 経 て モ デ 
ル 的 ஺ మ へ は ୸ し て い ま す が、 本 ସ 論 的 な ହ 明 に は ඹっ て い な い 現 状 で す。   
発 ୸ ⼼ 理 学 は AI の ଢ଼ ஢ ⽅ 針 と し て、 ଻ 体 発 ⽣ 的 に ௺ 統 発 ⽣ 的 な 知 性 の ൉ 発 の 指 針 を ଖ え て く れ ま し た。 た 
だ ಖ 神 ႈ ೩ も அ め た ౮ ଞ ௺ を 理 解 す る に は ⼒ 動 論 的 な 現 ଴ 論 的 知 ⾒ が AI の ଢ଼ ஢ ⽅ 針 に 役 ⽴ つ の で は な い か 
と 思っ て い ま す。   
ま た、 ௴ ೾ 技 ୒ の 進 న は い つ も ఐ 学 の パ ラ ダ イ ム シ フ ト を 後 ౒ し し ま し た。 ⼤ き く は ビッ グ バ ン 直 後 の 
「第 ⼀ 世 代 య」 ௴ ೾ 技 ୒、 ⼩ さ く は ナ ノ レ ベ ル で の 分 ⼦ ଡ ୗ ௴ ೾ 技 ୒ が あ り ま す。 も ち ろ ん そ の ௴ ೾ 結 果 
か ら の 本 ସ 論 ୯ 求 へ の 理 論 的 考 ௄ が 最 も 重 要 で、 今 後 ವ 得 の い く ಖ ᴟ な ⼼ の 理 論 が ଡ ണ さ れ る と 思っ て い 
ま す。   
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そ の ୯ ఺ に は フ リ ス ト ン の ⾃ 由 エ ネ ル ギー 原 理 の よ う に 物 理 の 最 ⼩ 作 ⽤ の 原 理 か ら の ହ 明、 ള හ ネッ ト 
ワー ク 的 な ス ケー ル フ リー   性、 ク ラ ス ター 性、 ス モー ル ワー ル ド 性 は も と よ り、 意 ௙ に 関 す る 統 合 情 報 理 
論 の よ う に 情 報 の 多 ஘ 性・ 情 報 の 統 合 か ら の ହ 明 は 必 要 不 可 ಳ だ と 思 い ま す。 そ の 知 ⾒ か ら ⼼ の シ ス テ ム 
論 が ଡ ണ さ れ る こ と を 期 ୄ  し て い ま す。   
現 在 の オ ペ レー ティ ン グ シ ス テ ム は 意 ௙ を カー ネ ル モー ド、 無 意 ௙ を ソ フ ト ウ エ ア モー ド と 考 え ま す と ア 
バ ウ ト な ⼼ の 表 現 は で き て い ま す。 し か し、 エ ス、 ⾃ ೑、 த ⾃ ೑ に 対 応 す る も の が 実 ಎ さ れ て い な い わ け 
で す。 特 に த ⾃ ೑ で あ る ຃ 理、 本 能 で あ る エ ス は ど の よ う に 実 ಎ す べ き か わ かっ て い ま せ ん （⼈ 間 も わ 
かっ て い ま せ ん が … ）。 し か も 作 り 込 み で は な く ൉ 発 さ せ る こ と を 考 え ま す と ୖ  題 は ⼭ ஋ み と 思 い ま す。   
൉ ୗ 性 に つ い て は ఐ 学 だ け で な く、 アー ト の 世 界 な ど 全 て の 分 野 で い つ も ⾔ わ れ る こ と で す。 ଻ ⼈ 的 は 数 
学 に お け る ポ ア ン カ レ の ఐ 学 と ⽅ 法 で ஽ べ ら れ た 数 学 的 ଟ ஖ ཽ  は 特 に ௪ ௡ ஥ く 思 わ れ ま す。 こ れ は ஘々 な 
分 野 で 使 わ れ る 価 க 関 数、 ஍ ⽤ 関 数、 ௬ 価 関 数 と ⾔ わ れ る も の で ⼀ ர の ⽬ ఏ を 表 す ஖ 意 ௙ で す。 そ れ と 現 
実 の ୷ を 表 す 関 数 が ௤ ଷ 関 数、 ෙ ୷ 関 数、 予 ೾ ෙ ୷ で こ れ ら を 最 ⼩ に し よ う と し て ౼ 活 動 は ଞ に ⾏ わ れ て 
い る の で しょ う。   
ศ 対 的 ⽣ 成 ネッ ト ワー ク に お け る ⽣ 成 ネッ ト ワー ク に 対 す る ௙ 別 ネッ ト ワー ク が ௬ 価 関 数 に 対 応 す る も の 
と 思っ て い ま す。 こ れ は アー ト の 世 界 に お け る ク リ エー タ・ オー ディ エ ン ス 問 題 で す。 ま た、 Ⴊ ೏ は ⽣ 成 
ネッ ト ワー ク が 新 た な 組 み 合 わ せ を 作 る と き の コ ス ト を 下 げ る た め の ⼿ ஺ と 考 え ら れ ま す。 Ⴊ ೏ は 数 学、 
物 理 の 理 論 に お け る ହ 明 性 の 向 上 に 関 係 し て い る と 思 わ れ、 ଞ に ୔ 解 な 理 論 は よ り わ か り や す い 表 現 へ と 
進 化 し ま す。 18 ୃ  ま で に த 重 ⼒ 理 論 の 理 解 が で き る コー ス も あ る と ୂ  き ま す。 そ れ は あ る 意 ௡、 オ ン ト ロ 
ジー ଡ ୗ の 最 ి  化 で す。 こ の ⼈ థ に お け る ൉ ୗ 性 の テ ク ニッ ク が AI に 応 ⽤ さ れ て い る と い う こ と ⾃ 体 が ಞ 
อ ら し い こ と と 思 い ま す。   
シ ン ボ リ ズ ム の ௴ 点 か ら は ௓ 論 の 解 明 と 実 ಎ が ⼤ き な 問 題 で す ね。 థ ௓、 ౰ ᴻ 、 ష ವ、 ア ブ ダ ク ショ ン、 
⼀ ಹ 化、 ྴ  ଴ 化、 ൨ 対 性 の う ち థ ௓、 ౰ ᴻ  が 若 ๝ 進 ん で い る の が 現 実 で しょ う か？   
๕ ஑ 的 な マ イ ル ス トー ン は、 数 学 に お い て の 証 明 の 検 証 が ⾃ 動 化 さ れ て い な い こ と で す。 ഌ ຬ 際 タ イ ヒ 
ミュ ラー 理 論 な ど 予 ୳ 問 題 の 証 明 は ⼤ 変 な た め ⼈ థ も ౙ ௌ し て い ま す。 数 学 論 ⽂ の 証 明 部 分 の 検 証 の ⾃ 動 
化 は い つ で き る で しょ う か？ ଻ ⼈ 的 に は こ の 後、 ஖ 意 ௙ に 基 づ く 予 ୳ 問 題 ⽣ 成 が で き る こ と に よ り 機 ༊ が 
൉ ୗ 性 を 勝 ち 得 る こ と と 思っ て い ま す。 フィー ル ズ ೖ を 機 ༊ が 取っ て こ そ シ ン ギュ ラ リ ティ の ⽇ と 思っ て 
い ま す。   
こ の よ う な ต の あ る ୖ  題 に つ い て、 ช శ ໥ 強 会 で も テー マ に し て い た だ け れ ば と 思 い ま す。   
全 ౼ アー キ テ ク チャ の 今 後 の 発 ன を 期 ୄ  し て お り ま す。   



  

お わ り に   

全 ౼ アー キ テ ク チャ ア プ ロー チ に よ る ౼ ஑ AGI 開 発 は、 外 部 設 計 ல ஘ で あ る BRA を ౼ ఐ 学 的 知 ⾒ で 制 約 し 
な が ら 設 計 し、 BRA を 参 ස し な が ら ソ フ ト ウェ ア を 開 発・ ௬ 価 す る BRA ฌ 動 開 発 と い う ஄ で ఻ 現 化 さ れ て き 
ま し た。 こ の 開 発 ⼿ 法 に よ り ౼ ஑ AGI を ౥ 成 さ せ る た め に は、 少 な く と も 以 下 の 5 つ の マ イ ル ス トー ン を ୸ 成 
す る 必 要 が あ る と 考 え て い ま す。   

  
1. 全 ౼ の ୩ 野 を அ む BIF の ౥ 成:    ള 数 の ᙥ ໚ థ の ౼ ఐ 学 的 知 ⾒ を 統 合 し て、 ౼ の ほ ぼ 全 体 を カ バー す る キ 

メ ラ ஑ の ౼ 情 報 フ ロー （ BIF ） を ଡ ണ す る。   
2. ๕ ஑ 的 機 能 に 対 す る HCD の ౥ 成:     ໪ ね 全 て の BIF に 対 し て、 少 な く と も １ つ 以 上 の ෘ ୳ コ ン ポー ネ ン 

ト ௕ （ HCD ） を ଡ ണ す る。   
3. WBA 全 体 の 初 期 実 ಎ:    ౼ の ほ ぼ 全 て の ୩ 野 が BRA に 基 づ い て 実 ಎ さ れ、 統 合 さ れ た ソ フ ト ウェ ア を 作 

成 す る。   
4. アー キ テ ク チャ ർ ด の ⾃ 動 化:    ౼ ஑ AI ソ フ ト ウェ ア を ෘ ୳ ୭ ୆ で 実 ⾏ す る こ と で、 テ ス ト を ⾃ 動 化 

し、 ஘々 な アー キ テ ク チャ を ஍ 率 的 に ⽐ ຎ・ 検 ୈ す る こ と が で き る よ う に す る。   
5. ⼈ や 動 物 が 解 決 で き る ๕ ஑ 的 な 認 知 ୖ  題 に 対 応 で き る よ う に、 HCD の カ バー ෇ ೧ を ఁ ⼤ す る。  
6. WBA シ ス テ ム の ౥ 成:    ౼ の 神 経 回 ଡ଼ に 対 応 す る ほ ぼ す べ て の 部 品 を 組 み ⽴ て た ソ フ ト ウェ ア に よ り、 

⼈ 間 の ๕ ஑ 的 な 作 業 を ౼ と 同 じ ⽅ 法 で 解 決 で き る こ と を 実 現 す る。   
  

こ う し た マ イ ル ス トー ン を ౷ ま え、 当 ⾯ は、 第 1 、 第 2 ඨ ⽬ を அ む ౼ 全 体 の BRA デー タ の ଡ ണ に ି  ⼒ す る と 
と も に、 第 3 ඨ ⽬ の 実 現 可 能 性 を ௬ 価 し て い き ま す。 こ の ஺ మ で は、 ౼ ఐ 学 と 情 報 学 の ம 点 に 関 ⼼ の あ る ଢ଼ ஢ 
者 を ඕ き 込 む こ と で、 そ の ଢ଼ ஢ 開 発 を 加 ச で き る で しょ う。 そ こ で ま ず は、 学 ୒ 的 な 成 果 の 発 表 や ⼈ ౫ ୘ 成 
を 通 じ て、 BRA を 活 ⽤ し た 開 発 を 広 め て い き た い と 考 え て お り ま す。 こ う し た 活 動 を ା 実 に ಲ 続 す る こ と に 
よ り、 近 い ల 来、 ౼ ஑ AGI の 開 発 に 有 ⽤ な 技 ୒ 基 ೕ が ଡ ണ さ れ、 後 半 の マ イ ル ス トー ン に ା ⼿ で き る と で しょ 
う。 ౼ ஑ AGI の ౥ 成 が ⾒ え て く る と、 安 全 性 へ の ଦ ൟ が よ り 重 要 に なっ て き ま す。 そ こ で、 い ず れ ง ୸ す る ౼ 
஑ AGI を Beneficial で 安 全 に 実 現 す る た め の 議 論 も ಲ 続 し て ゆ き ま す。   

  
எ た ち は、 上 記 よ う な ன ஦ の も と、 今 後 も ಲ 続 的 な 取 り 組 み を ⾏っ て い き た い と 考 え て い ま す の で、 ご 理 

解 と ご ⽀ ର を い た だ け れ ば ౘ い で す。   
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ఐ ⽬   ⾦ પ （౐ ਜ਼ ： 円）   

⋛   
    
    
    
    

資 産 の 部               

1.   ૴ 動 資 産               

  ਠ ⾦ ౲ ⾦   9,145,734          

  ૴ 動 資 産 合 ੑ        9,145,734       

資 産 合 ੑ            9,145,734   

⋜   
    
    
    
    
    
    

଀ ઝ の 部               

1.   ૴ 動 ଀ ઝ               

前 ਭ ⾦   400,000          

౲ り ⾦   6,126           

૴ 動 ଀ ઝ 合 ੑ        406,126      

଀ ઝ 合 ੑ            406,126  

⋝   
    
    
    
    

ਫ ௡ ଃ 産 の 部               

  前 期 ೷ ௭ ਫ ௡ ଃ 産       7,569,416       

当 期 ਫ ௡ ଃ 産 ੜ ੖ પ       1,170,192       

ਫ ௡ ଃ 産 合 ੑ            8,739,608   

଀ ઝ ఺ び ਫ ௡ ଃ 産 合 ੑ            9,145,734   
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